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[審議事項３] 第７章 今後の展開 

１．協働のまちづくりの評価（改正版１３ページ） 

改訂前 
修正 

新規 
改訂後 

「協働のまちづくり」への意識改革と，「協働のまちづく

り」を推進し，継続させていくには，常に評価し，結果を

踏まえて次への取り組みをしていくことが必要です。 

すでに守谷市では，平成１６年度から全ての事務事業評

価を実施しています。この事務事業評価にどれだけ協働の

手法を取り入れて実施できたか，市民と市がコスト意識を

もち，成果と責任を共有できたかなどの項目を加えて，協

働に対する評価をしていくことも重要です。 

また，「協働のまちづくり」に対する市民の満足度がど

の程度高まっているのかを把握するため，アンケート調査

などを実施することも必要です。 

修正 

 協働のまちづくりを推進し継続させていく，さらには

発展的に推し進めていくためには，PDCA サイクルを繰り

返し行っていくことが必要です。  

 PDCA サイクルの中でも評価については，自己評価だけ

ではなく，成果指標を設定するとともに，必要に応じてアンケ

ート調査を実施することで客観的に実施することも必要であ

ると考えます。 

 

２．今後の展開（改正版１３ページ） 

改訂前 
修正 

新規 
改訂後 

（１）協働の普及・啓発 

「協働のまちづくり」を広報紙やホームページなどを活

用し，市民に対して普及・啓発活動を図るとともに，市民

と行政の意識改革を一層進めていきます。 

 

 

修正 

（１）協働の普及・啓発 

 協働のまちづくりを広報紙やホームページ，ＳＮＳ等

を活用し，市民に対して普及・啓発活動を図るとともに，

市民と行政に限らず，協働のまちづくりの担い手の意識

改革を一層進めます。 
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（２）継続的な対話 

市民と行政による継続的な話し合いの場をつくり，「協

働のまちづくり」の取り組み状況を評価し，より質の高い

まちづくりを目指していきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）指針の見直し 

「協働」のあり方を継続して検証し，「協働事業」の現状

の把握と問題点・課題の整理，評価を繰り返し，必要に応

じて推進指針の見直しを行い，「協働のまちづくり」の充実

を図ります。 

（２）継続的な対話 

 市民と行政に限らず，協働のまちづくりの担い手によ

る継続的な話し合いの場をつくり，協働のまちづくりの

取組状況を評価し，より質の高いまちづくりを目指して

いきます。 

 

（３）協働のまちづくりの発展的な推進 

 各地区に「まちづくり協議会」を設立し，地域課題の解

決や地域の活性化に取り組むことで，協働のまちづくり

を発展的に推し進め，「地域主導・市民主導のまちづくり」

の実現を目指します。 

 

（４）指針の見直し 

 「協働」の在り方を継続して検証し，「協働事業」につ

いて PDCA サイクルを繰り返し，必要に応じて守谷市協働

のまちづくり推進指針の見直しを行い，協働のまちづく

りの充実，さらには発展的に推し進めます。 

 


